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学校劇についての考察
A Study on School Drama
佐々木 正 昭 ＊
Abstract
School drama was introduced in 1918 and soon became very popular among elementary schools all
over Japan. In 1924, theMinister of Education issued a strong warning that school dramas were not to
be too showy or lavish as they were a part of education. Most schools interpreted this warning as
prohibiting school drama, and so, voluntarily refrained from drama performances. Soon, however,
school drama was reinstated, reaching a peak between 1935 and 1938. Even during wartime school
dramas continued to be performed, with most of the plays having patriotic themes with the aim of
raising morale. However, dramas with folklore and literary themes were also performed as they
provided momentary entertainment and delight for both children and grownups during wartime.
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はじめに
かつて、学校の祝祭として際だった催しものは、
儀式、運動会、学芸会であり、なかでも子どもの印
象に残る催しは、運動会と学芸会が双璧であった。
ただ、儀式と運動会が明治20年代の初めにほぼ原型
ができあがっていたのに対し、学芸会の登場は明治
30年代の後半で、その普及は明治40年代である。こ
れが学校劇となると、その登場は大正中期であり、
さらに学校劇が全国で盛んに行われるようになるの
は、昭和10年代と第次世界大戦後のことである。
本稿は、学校劇について、その登場から第次世界
大戦敗戦までの状況を述べる。
 学芸会の定着
学芸会は、明治42年になってもまだ珍しかったと
いう記述がある一方で、明治40年ごろになると、小
学芸会として日常的に行われるようになるととも
に、儀式などの行事と結合して、保護者や学校関係
者に学習の成果を披露する行事として普及し始め
る。ただ、このころの学芸会は「学芸会では唱歌が
主なもので、オルガンに合わせて唱歌を歌うのが関
の山であったらしい。中には席書や琴の演奏も加え
てあったということである｣1)といった程度のもの
であった。1910（明治43）年の京都師範学校附属京
都小学校における小学芸会においても、同様のもの
であったことが次の記録から分かる。「大正10年ご
ろまで年に回、春と秋に大学芸会があり、毎学期
毎に小学芸会があった。当時は朗読、唱歌、談話が
中心であった。談話は語り聞かせで、今の講談のよ
うなものであった。学芸会といってもまだ劇をやる
わけではなく、日々の授業で学習した国語の本を朗
読したり、音楽の時間に習った文部省唱歌を歌った
りしていたのだから特別の練習をやる必要はなかっ
た（要約）｣2)。
 学校劇の魁ー活人画、対話、唱歌劇
このような学芸会の内容が、大正中期になると演
劇的なものを中心に変化し始めるが、学芸会での演
劇は当時は抵抗があった。そこで緩衝的な形で登場
するのが、活人画、対話、唱歌劇などである。
（	）活人画
活人画とは、生身の人間を登場させた歴史や物語
の名場面の静止画像である。たとえば、次のような
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小学校誌の記述がある。「大正中期頃から劇の前身
として活人画なるものが出来た。これは例えば、短
冊を手に筆を構えて机の前に女の子がすわれば清少
納言、行李で岩の形を作り、髪を長くした女の子が
空をながめていたらローレライ、蓑笠を着て筆を
持って作り物の木の前に立てば児島高徳だというよ
うなものであった｣3)。この記述は、このような活
人画がその小学校で演じられたということではな
く、学校劇の先触れとしての活人画の説明であった
と思われる。というのは、活人画は、舞台装置や衣
装などを凝ったものにしないと、人目を惹くものに
ならないので、「活人画は、小学校の学芸会には無
理で、都市の旧制女学校や、私立女学校などの諸行
事の余興として、明治期から大正期にかけて普及し
た｣4)ものだったからである。
（）対話
明治期末から大正期、さらに昭和期まで、学芸会
の演目には「対話」が頻出する。「対話」は、「劇」
や「芝居」という用語を避けるための代用である場
合と言葉のやりとりの「問答」である場合、さらに
その他の場合と用いられ方が多様である。その間の
事情を冨田博之は「明治期には、徳川幕府による演
劇禁圧政策以来の演劇への差別・偏見という古くか
らの因習や、文部省による禁止措置などによって、
演劇に対するアレルギーのようなものが、社会一般
に、とくに教育界には強かったという理由から、
「劇」というところを、「対話」とよぶような事情が
あったことも事実だ｣5)とした上で、次のように述
べている。「1902年
ママ
（明治35）にドイツから帰国し
た後の巖谷小波が、一時、「学校芝居」を提唱し、
その作品をさかんに発表したことがある。だが、わ
が国の学校教育の状況では、活動としても、用語と
しても、それは受け入れられず、明治期から大正期
にかけて、「対話」が、子どもの演劇教育の一般的
な活動形態となり、学芸会などの演目としても、広
く普及するようになった。（略）「対話」という用語
は、文字どおり「劇」とはいえぬ「問答」をそうよ
んでいるケースもあるが、「劇」とほとんど同じも
のを、「劇」や「芝居」とよぶことを避けて「対話」
とよんでいる例も少なくないことだ。「お伽劇」と
か「少女演劇」とかさまざまな用語が用いられるが、
学校での上演を意図したものと、主として現実生活
を素材としたものを「対話」とよんで、それまでの
「お伽芝居」と区別したケースが多い。そして、つ
ぎには、学校などの場で上演される台本を、素材は
何であれ、「対話」とよぶことが、明治期末から大
正期にかけて、次第に一般化し、それは、昭和期ま
でつづくことになる。だが、明治期末から大正期に
かけては、さまざまなよび方、用語が、平行して用
いられていた。用語の上からも、過渡期的状況だっ
たとみてよいだろう｣6)。
（
）唱歌劇
学校劇の登場以前に唱歌劇が登場し、一時期学校
劇とも併存する。これは唱歌がすでに学校教育にお
いてその意義を認められていたのに対し、演劇が学
校において市民権を得ていなかったことと関係して
いる。冨田博之は、演劇と唱歌を比較して次のよう
に述べる。「演劇は学芸会の演目としてみとめられ
ず、わずかに「対話」というよび方で、普及をゆる
された。これに対し「唱歌」は学校教育でも正課と
して教えられ、学芸会の初期形態の「学業練習会」
や「教科練習会」などの時代から、学芸会の中心の
演目だった。そして、この実績の上に立って、大正
期に、学校劇や児童劇として「劇」が登場する以前
に、「唱歌劇」が上演されるようになる（要約)｣7)。
つまり、1872（明治）年の「学制」では「当分
之を欠く」とされた唱歌は、やがて愛国心の高揚や
道徳心の喚起のために修身の効果的な手段として重
視されるようになり、学芸会でも中心的な演目に
なっていく。これに対し当時教育上の価値を認めら
れなかった演劇は、唱歌に付随するような形でしか
その存在を示すことができなかったのである。しか
し、大正期になると、宝塚少女歌劇の登場や劇中歌
「カチューシャの唄」の流行、「今日は帝劇、明日は
三越」という標語に象徴される消費文化の広まりな
どによって、演劇を娯楽、さらには芸術と認める土
壌が形成されてきており、これに自由教育と芸術教
育思潮の高まりが相俟って、子どもに見せる演劇か
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3）『中立百年誌』、38-39頁。
4）冨田博之『日本演劇教育史』国土社、1998年、36頁。
5）冨田博之、同上書、198頁。
6）冨田博之、同上書、194-195頁。
7）冨田博之、同上書、198頁。

ら子ども自身が演じる学校劇上演の素地ができあ
がってきていたのである8)。
 学校劇の登場とその興隆
（	）学校劇の登場
学校での演劇を学校劇と名付け、学校劇の興隆を
招来した立役者は、小原国芳である。小原は、自ら
次のように述べている。「「児童劇」「童話劇」「家庭
劇」「唱歌劇」と様々な名前の下に、子どもの劇が
盛んに唱えられるようになったが、「学校劇」とい
う名称は大正年広島高等師範附属小で紀元節での
全市的催し物としての児童劇を行ったとき、自分が
名づけたものである｣9)。1918（大正）年、広島
高等師範学校に赴任した小原国芳は、度の学芸会
および「全国小学校教員大会」において学校劇の発
表を行った。1919（大正）年、小原は成城小学校
校長の沢柳政太郎の要請により成城小学校主事とな
る。成城小学校では、1921（大正10）年秋に、作曲
家梁田貞を迎え、さらに香川師範時代の小原の弟子
斎田喬とその後に加わった内海繁太郎の創作劇編
をもって、成城学校劇第	回発表会が雨天体操場で
行われた。この発表会は学校劇流行の盛り上がりの
中で、全国の教師2000人の見学者を集め、当日集
まった観衆は、脚本の新鮮さと演出のたくみさ、そ
して子ども達の演技のたくまぬ自然さに驚嘆し、学
校劇について強い共感を示したという。その後、成
城小学校は相ついで学校劇の発表会を行い、学校劇
運動はたちまち日本全国に燎原の火の如く広がって
いった10)。
（）学校劇の隆盛
以上のように、1918（大正）年から広島高等師
範学校ならびに成城小学校で小原によって開始され
た学校劇は、強いインパクトを日本中の小学校に与
え、全国で学校劇が行われるようになった。その様
子を京都市の附属小学校と市立小学校、ならびに神
戸市立小学校の例で見てみよう。
（京都教育大学教育学部附属京都小学校）「学芸会
に劇がおこなわれるようになったのは大正10年ころ
からです。はじめは、教科書にのっているお話を先
生が劇にして、それを上演したりしましたが、だん
だんと日本の昔話や歴史上の出来ごとを劇にするよ
うになりました。「桃太郎」「曽我五郎十郎」の話も
劇として上演されています。劇が上演されだします
と、だれもが劇の楽しさにひかれて劇を上演するよ
うになり、学芸会の中心が唱歌や談話、朗読から劇
にうつりかわっていきました｣11)。
（京都市立中立小学校）「劇がはじまったのは大正
12年ころからで、国語教科書にあった「一太郎ヤー
イ」や、勇敢な水兵等が主体で教科書を劇に仕組ん
だものや、童話の猿蟹合戦等が行われた｣12)｡
（神戸市立小学校）「個性尊重と全人教育に根ざし
た教育思潮と、芸術教育の高潮に影響されて、表現
発表活動が旺盛になってきたのもこの期（大正期―
筆者注）の一特色である。特に童謡・童話劇の台頭
は、新しい傾向を見せてきた。各学校においては、
児童劇・唱歌劇・童謡劇・童話劇・学習劇・教室劇
などの名を冠して、盛んに学校劇が実演された。こ
のため、教科経営や学芸会の出演形式などの一部に
変動もきたすようになり、続出する劇脚本の選択・
演出指導の研究・学校劇の公開・観衆の指導など、
研究分野を広げ同時にこれに伴う幾多の難関にも当
面したものである。本市においては、比較的偏する
こともなく穏健妥当な教育的取り扱いをすることが
できたようであるが、学業奨励の目的で、従前機会
あるごとに開催されてきた児童の学芸会が、この期
になって比較的計画的に、しかも、大規模に開催さ
れるようになり、朗読・唱歌・談話などにとどまら
ず、劇の演出が数多くプログラムを埋める状態に
なった。したがって会場の設備や演出ぶりにも一段
の工夫が見られ、学校設備に多少の変更さえ加えら
れたものであった。父兄の来会もしだいに多くな
り、日
日にわたって開催する学校も現れる盛況
を呈した。この種の行事は学校家庭の連絡と同時
に、学校の教育方針を理解させ、協力を得る上に効
果も大きかったのである｣13)。
ここに見られるように、小原によって火をつけら
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9）小原国芳「学校劇論」大正12年月	日（小原国芳選集「道徳教授革新論・学校劇論・理想の学校」玉川大学出
版部、昭和55年12月10日所収）232、273頁。
10）岡田陽「解題」（同上書所収）373-374頁、ならびに冨田博之「学校劇運動史」（『教育文化史体系Ⅴ』金子書房、昭
和29年月25日、99-100、108頁）。
11）『子どものための附属百年誌』、148頁。
12）『中立百年誌』、39頁。
13）『神戸市教育史』第	集、神戸市教育史刊行委員会、昭和41年
月、579頁。
れた学校劇の流行は、時代の先端的な教育を目指す
京都教育大学の附属小学校で1910（大正10）年、京
都市立の一般の小学校では1923（大正12）年には盛
んになってきている。また、神戸市教育史の記録か
らは、学校劇の興隆により、学芸会がこの期になっ
て比較的計画的に、しかも、大規模に開催されるよ
うになったこと、またそれが学校設備に影響を及ぼ
すとともに保護者と学校の連携にもよい効果をもた
らしたことが分かる。
ただ、学校劇の上演は、必ずしもこのようにすん
なりと受け入れられたわけではない。たとえば、雑
誌「女性」大正12年
月号には、「児童劇を児童に
演ぜしむる事の可否」という記事があり、倉橋惣三
「公開の出演には反対である」本居長豫「自分の子
供を舞台に立たして」中村春二「出演に賛成する
つの理由」巖谷小波「可否を論じる気が知れない」
などを掲載している14)。ここに見られるように、児
童が演劇を行うことに対して、演劇教育に先鞭をつ
けた巌谷や童謡の作曲に心血を注ぎ、童謡の普及の
ために自分の子どもたちを童謡歌手として公演に出
演させていた本居長豫（長世）、中村春二が賛成し
ているのに対し、倉橋惣三が反対を表明しているの
が目を惹く。大正12年に至っても教育界ではまだ児
童の演劇上演が肯定されていたわけではないのであ
る。また、大正12、3年になっても、所によっては
学校劇の上演はなお抵抗があったようである。たと
えば、鳥取県賀露小学校は、1924（大正13）年月
24日に父兄大会開催し、その一部として本の児童
劇を公開したが、鳥取市では、前年の末から学校劇
の上演を巡って論争があった。それゆえに賀露小学
校は、この児童劇の公開に際し、児童劇については
多くの批判があるけれども、これを教育活動として
取り入れる、という立場を明らかにした上で実施し
ているのである15)。このように地域によって多少時
間差があったものの、大正13年の初めには、学校劇
はその教育価値を認められ、自由教育ならびに芸術
教育運動の象徴として、その頂点に達するのであ
る。これは、前年の大正12年月に、小原国芳の
『学校劇論』（イデア書院）が出版されていることや、
1924（大正13）年月に、学校劇の実践校として有
名であった児童の村小学校が、その機関誌「教育の
世紀」で「学校劇の理論と実際」の特集号をだして
いることなどからも裏付けられる16)。
 岡田文部大臣の「演劇禁止令」とそ
の影響
（	）岡田文部大臣の「演劇禁止令」
以上のように、これまでの旧弊を破る形で普及
し、1924（大正13）年にはそのピークに達した学校
劇であるが、大正13年月、文部大臣の訓示によっ
てその勢いに冷水を浴びせられることになる。すな
わち大正13年月日17)、岡田文部大臣は地方長官
会議において次のように訓示した。「然るに近年に
至りて学校劇なるものの流行、漸く盛ならんとする
傾向あるが如し。児童に劇的本能の存するは之を認
むべく、又家庭娯楽等の際に之が自然の発動を見る
は必ずしも咎むべきにあらずと雖も、特に学校にお
いて脂粉を施し仮装を為して劇的動作を演ぜしめ、
公衆の観魔
ママ
に供するが如きは、質実剛健の民風を作
興する途にあらざるは論を待ず。当局者の深く思を
致さんことを望む（漢字は旧漢字)｣18)。
この訓示は、大正13年月
日発の次のような文
部次官通牒となる。「語学練習会等ニ於ケル演劇興
行ニ近キ行為監督方」「学生生徒ニシテ演劇的行動
ヲ為ス者ノ取締ニ関シテハ明治42年本省ヨリ訓令ヲ
発セラレ尚過日地方長官会議ニ際シテモ特ニ本省大
臣ヨリ訓示ノ次第モ有之タル処語学練習会等ニ於テ
脂粉ヲ施シ仮装ヲ為シ演劇興行ニ近キ行為ヲ為スモ
ノ往々有之趣此ノ如キモ固ヨリ訓令ノ精神ニ照シ不
可然義ニツキ爾今貴学ニ於テモ十分御監督ノ上萬遺
憾ナキヲ期セラレ度依命此段通牒ス（漢字は旧漢
字・下線は筆者)｣19)。
この文中下線部の「明治42年本省ヨリ訓令」とは、
次の1909（明治42）年	月日付文部大臣訓令「文
部省直轄学校講演会記念会運動会等監督方」であ
る。「（前略）近來直轄学校ニ於テ催ス所ノ講演会、
記念会又ハ運動会等ニ於テ当日ノ興趣ヲ添ヘンカ為
種々ノ工夫ヲ廻ラシ其ノ結果多数ノ時間ヲ空費スル
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14）木戸若雄「学校劇禁止訓令の前後」、落合総三郎編集・発行、季刊「少年演劇」第号、1969年、21頁より重引。
15）鳥取市教育委員会『鳥取市教育百年史』同委員会、302-303頁（山本信良・今野俊彦『大正・昭和教育の天皇制イデ
オロギー―学校行事の軍事的・疑似自治的性格―Ⅱ』神泉社、1977年、185頁より重引）。
16）冨田博之「学校劇運動史」、101頁。
17）日付は、伊ヶ崎暁生・松島栄一『日本教育史年表』三省堂、1990年による。
18）教育擁護同盟「岡田文相の政策に対する意見書」帝国教育会『帝国教育』大正13年11月号、第507号、92頁。
19）『文部省例規類纂』文部大臣官房文書課、昭和3年2月、大空社、第巻、昭和62年月、頁。
ノミナラス動モスレハ学生生徒ニシテ脂粉ヲ施シ仮
装ヲ為シ往々演劇興業ニ近キモノヲ演スルヲ見ル斯
ノ如キハ当該学校ノ風紀ヲ弛ウシ浮薄ノ弊風ヲ助長
スルノミナラス一般ノ学風ヲ廃頽シムルノ虞ナシト
セス故ニ自今右等ノ行為ナキ様十分注意ヲ加ヘラル
ヘク（後略）（漢字は旧漢字)｣20)。
（）岡田文部大臣の「演劇禁止令」の背景
すでに明治20年代から30年代にかけて、東京専門
学校（早稲田大学の前身）、新潟県師範学校、栃木
県宇都宮女子高等学校などにおいて、学生や生徒に
よる歌舞伎劇や演劇風の出し物が批判されてい
る21)。1907（明治40）年月日には、「学校教員
及生徒ノ舞踏又ハ活人画等青年ヲ誤リ易キ挙動ニ関
スル取締方」の通牒が出されており22)、1908（明治
41）年10月13日には、次の「戊申詔書」が出されて
いる。「戦後日尚浅ク庶政益々更張ヲ要ス宜ク上下
心ヲ一ニシ忠実業ニ服シ勤倹産ヲ治メ惟レ信惟レ義
醇厚俗ヲ成シ華ヲ去リ実ニ就キ荒怠相誡メ自彊息マ
サルヘシ｣23)。また、明治42年には、先の文部大臣
訓令「講演会記念会運動会等監督方」が出され、
1919（大正）年には、次のような「臨時教育会議
の道徳教育に関する建議」大正年	月17日）が出
されている。「（維新後の欧米の文物制度の移入を一
面評価する反面−筆者）他ノ一面ニ於テハ主トシテ
物質偏重ノ弊ニ因リ国民思想ノ整飭ヲ失シ醇美ノ敦
厚ノ俗次第ニ頽敗セントスルノ勢ヲ呈スルニ至レリ
殊ニ時局各般ノ影響ニ因リ我カ思想界ノ変調漸ク測
ルヘカラサルモノアラントス誠ニ憂慮ニ堪ヘサルナ
リ｣24)。さらに1923（大正12）年11月10日には、「国
民精神作興ニ関スル詔書」が出されている。「輓近
学術益々開ケ人智日ニ進ム然レトモ浮華放縦ノ習漸
ク萠軽シ佻詭激ノ風モ亦タ生ス／教育ノ淵源ヲ崇ヒ
テ知徳ノ竝進ヲ努メ綱紀ヲ粛清シ風俗ヲ匡励シ浮華
放縦ヲ斥ケテシ質実剛健ニ趣キ軽佻詭激ヲ矯メテ醇
厚中正ニ帰シ（以下略)｣25)。そして、1925（大正14）
年月13日には、「陸軍現役将校学校配属令」が出
されたが、これは1924年秋に文部省と陸軍省が共同
で全国の男子の中等学校以上の学校に現役の軍人
（将校）を配属して軍人訓練を指導させる計画を具
体化したものである26)｡
（
）「演劇禁止令」の受け止め方
以上のような詔書、訓令、建議などの歴史的な流
れを見れば、1924（大正13）年の岡田文部大臣の訓
示とこれを受けての文部省次官の通牒（以下、「岡
田文部大臣の訓示・通牒」と省略して示す）は、国
家主義と軍国主義的傾向を強める国策に則したもの
であることが分かる。「岡田文部大臣の訓示・通牒」
は、一般に「演劇禁止令」と受け取られているが、
大臣訓示ならびに文部次官通牒のどちらにも演劇禁
止という文言はない。はたしてこれらは「演劇禁止
令」だったのか。「岡田文部大臣の訓示・通牒」の
きっかけとなったのは、九頭竜繍画女学校の演劇公
演で、この公演に対し、「文部省の見かたは、「帝国
ホテルの演芸場で芝居を打ったことは、まるで興行
師に等しいやり方であり学校教育の目的に反す
る｣27)というものだったようである。冨田博之は、
1917（大正）年から始まった学校劇は、、年
のうちに認知がすすみ、教育界の流行現象になった
が、学校劇禁止の訓令はそうした動向を抑制してし
まい、その結果「学校劇は、教育界の「人気者」か
ら、たちまち「ひかげもの」のような存在になっ
た｣28)、とくに「岡田文相の学校劇禁止の訓令は、
公立学校にとっては、決定的な意味をもち、学校劇
は、一時すっかり自粛状態におちいった」と述べ
る29)。たしかに、「岡田文部大臣の訓示・通牒」を
機に「昭和期にはいって、全市長会においていっせ
いにこれを禁止するような結果ともなった｣30)神戸
市のような例もあるが、後述するように、全国一斉
に学校劇の上演がなくなったのではない。また、
「岡田文部大臣の訓示・通牒」は、「演劇禁止令」と
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20）文部省内教育史編纂会編修「明治以降 教育制度発達史」第巻、龍吟社、434頁。
21）冨田博之『日本演劇教育史』、120-121頁。栃木県教育史編纂会編『栃木県教育史』第巻、昭和33年
月15日、339頁。
22）文部省編纂『文部省例規類纂』帝国地方行政学会、第
巻、大正13年12月、復刻版、大空社、昭和62年月、
595-596頁。
23）中野光・藤田昌士編著『史料道徳教育』エイデル研究所、1982年初版、1985年4刷、55頁。
24）同上書、78頁。
25）同上書、82-83頁。
26）同上書、57頁。
27）『芸術教育』大13年月号、木戸若雄「学校劇禁止訓令の前後」24頁より重引。
28）冨田博之『演劇教育』142頁。
29）冨田博之、同上書、147頁。
30）『神戸市教育史』第	集、579頁。
して批判的に語られることが多いが、当時の学校劇
上演が教育的見地から見て一部に行きすぎがあった
ことを認める意見もある。たとえば、神戸市は禁止
に至った理由を次のように述べる。「このような傾
向は、やがて一部に行き過ぎも生じ、いわゆる学校
劇の弊害を表し始めた。中には教育の本質にもとる
ものさえ生じて来て問題にされるようになり、（禁
止に至った)｣31)。また、現状からみて学校劇禁止は
やむなしとする次のような見解もあった。「（岡田文
相の）この禁止令は芽生えかけた学校劇に対しては
非常な打撃であった。併しながら一面から考える
と、この禁止令は、確かに時弊には適当したもので
あったと言ってもよい。即ち教育者が、深く考える
ことなしに学校劇を採用し、通常の興業劇と同じよ
うにやらうとする為に、非常な設備や経費や時間を
要するやうなことが至る所にあったのである。これ
に伴ふて多くの弊害が現はれたのは事実である。こ
れ等は訓令をまつまでもなく教育的に言つても学校
劇を履き違へたものであつて、排斥すべきものであ
ることは無論のことである（後略)(原文は旧漢
字)｣32)。
「岡田文部大臣の訓示・通牒」の受け止め方は様々
であった。これを受けて、神戸市のように昭和期に
入って、全市長会においていっせいに学校劇を禁止
したような例もあるが、まったく影響を受けなかっ
たところもある。たとえば、成城小学校は、私立の
学校であるから影響は受けなかったといわれるが、
公立学校でも長野県や京都市の小学校には影響が見
られない。長野県では、1919（大正）年からの白
樺派教師による学芸会への学校劇の導入と、大正13
年、長野県師範学校附属小学校研究学級の尋常科卒
業時の学芸会における歌劇「青い鳥」上演を契機に、
大正13年には、学芸会で劇が重要な位置を占めるよ
うになっていた。そして、「それ（岡田文相による
次官通達）によって長野県における「学校劇」は衰
えることなく、昭和初頭より全県に広まっていっ
た」という33)。京都市の市立小学校でも、筆者が調
べた限りおいては、岡田文部大臣の訓示の影響に触
れた記述はなく、それどころか、神戸市が学校劇を
禁止した昭和初期である1928（昭和
）年には、春
日小学校と初音小学校で劇が演じられた記録があ
る。とくに初音小学校では、11月24日に昭和天皇の
「御大礼奉祝学芸会」が挙行され、プログラム種
類の演目の内に童劇が本、年以上の男女の児童
で演じられている34)。
以上の例から見ると、「岡田文部大臣の訓示・通
牒」は、一部には強く作用して学校劇が自粛された
が、他方では必ずしも有効に作用しておらず、きわ
めて不徹底だった事が分かる。「岡田文部大臣の訓
示・通牒」の意図は奈辺にあったのか。その真意を
質した次のような記録がある。「岡田文相の訓示の
意義の極めて不徹底で、動もすれば世人の疑惑を招
き、文部省は学校劇を禁止するが如き態度であると
想像するものが多いので」文相に訓示の意を確かめ
たところ文相の答えは大要左の通りであった。「文
部省は全く学校劇を禁止しやうと云ふのではない。
脂粉を施し仮装をなし之を公衆の観覧に供し入場料
を取るの如き学校劇は、教育的のこととは思はれ
ぬ。斯くの如きは寧ろ児童を大人の玩弄物にするも
のである。のみならずそれは質実剛健の美風を失う
ものである｡｣35)。文相が自ら述べているように、
「岡田文部大臣の訓示・通牒」の真意は、おそらく
「演劇禁止令」ではなく、興行的に流れた演劇公演
に対する警告であったと考えるべきであろう。た
だ、その文言が曖昧で、学校劇に対する評価が定
まっていない当時の状況下では、これがそのまま受
け取られずに、「演劇禁止令」と解釈されたという
ことであろう。徹底した「演劇禁止令」でなかった
からこそ、「岡田文部大臣の訓示・通牒」は様々に
受け止められ、学校劇を自粛したところとそうでな
いところがあったのであり、次に述べるように、学
校劇があまり間を置かぬうちに復活しているのであ
る36)。
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31）同上書、578-580頁。
32）春夢軒主人「大正13年の教育回顧」『教育時論』第1423号、大正13年12月25日、開発社、頁。ただ、この筆者は、
学校劇禁止に全面的に賛成しているわけではない。
33）駒込幸典『信州 教育事始め』信濃毎日新聞社、1999年月日、75頁。
34）京都市教育委員会編集・発行、閉校記念誌『春日―輝ける126年のあゆみ―』平成年
月、37頁。閉校記念誌『初
音―輝ける124年のあゆみ―』、平成年
月、48-49頁。
35）教育擁護同盟「岡田文相の政策に対する意見書」、92頁。
36）「岡田文部大臣の訓示・通牒」の経緯や影響等については、次の論文に詳しく述べられている。南元子「児童劇・学
校劇における岡田文部大臣の訓示・通牒の意味とその影響―所謂「学校禁止令」（1924）について―」日本子ども社
会学会発行『子ども社会研究』12号、2006年。
 学校劇の復活
「岡田文部大臣の訓示・通牒」によって、地域に
よっては一時自粛された学校劇は、早くも1927（昭
和）から教科書に掲載された内容の劇化という形
で復興し始める。すなわち、1927（昭和）年に、
『日本児童文庫』（アルス）と『小学生全集』（興文社）
が児童劇編を出して好評を受け、1928（昭和
）年
に、宮川菊芳・三浦成作『国語読本を戯曲化せる児
童劇脚本』（厚生閣刊）、さらに1931（昭和）年に
長尾豊『小学理科を戯曲化せる児童劇脚本』『小学
国史を戯曲化せる児童劇脚本』（ともに厚生閣刊）
といった脚本集が次々と出版されるのである37)。京
都市と府下では、1930（昭和）年ごろに学芸会が
行事規定に定められるなどして、学芸会が学校行事
として定位置を獲得している。これらには学校劇上
演の記録はないが、学校劇を抜きにした学芸会の学
校行事での定位置獲得は考え難いのでおそらく学校
劇の上演を前提にしたものであろう38)。1931（昭和
）年には、成城小学校が、過去12年間の学校劇の
成果を世に問わんとして東京内幸町の仁寿講堂で
「成城小学校・学校劇の会」を開催し、これが岡田
文部大臣の訓示以後沈滞していたわが国の学校劇に
大きな刺激を与えた。1932（昭和）年には、成城
小と公立小の教師が合流して「子供の劇場」を結成
したが、回公演して解散した39)。1933（昭和）
年には、京都教育大学教育学部附属桃山小学校が、
大学芸会を日にわたって開催し、大々的に学校劇
を上演している。「学芸会は、毎年
月上旬に	日
目は児童のために、次日（日曜）は保護者のために
日間、午前時から午後
時まで行うよう改訂し
た。演目は、全学年学校劇で、各学年の配当時間は、
年以下各学級20分、年以上各学級25分以内であ
る（要約)｣40)。1934（昭和）年	月になると、
1932年月に東京市の公立小学校の教師により創立
された学校劇研究会が、第	回特別発表として浅草
松屋ホールで「学校劇の会」を文部省の後援で開催
している41)。このように昭和年には、学校劇上演
が文部省後援で行われていること、ならびに、学校
劇を禁止した神戸市でも、同じ昭和年12月13、14
日に、日間わたって開催された「神戸尋常小学校
開校50周年記念学芸会」で、13日に	本、14日に

本の劇と対話劇が行われていることからすると42)、
学校劇の上演は少なくともこの年までには解禁に
なっているのである。そして、昭和10年には、「教
科書準拠 新しい学校劇」シリーズ（	年生から
年生、さらには上級生用として高等科、処女会、女
学校用まである国定教科書に準拠した脚本集）や日
本児童劇協会編の「このまますぐ上演出来る学年別
児童劇」シリーズ（個別のタイトルは「	年生 新
読本の児童劇」など）が続々と出版されている。そ
して、後者の宣伝文句には、「児童劇が情操教育と
して効果の大なることは、今更申し上げるまでもな
く 今や児童劇は学校の年中行事の一として欠くこ
との出来ないやうになりました（原文は旧漢字）」
とある43)。このように、昭和10年代には、学芸会は
運動会とならぶ学校そして地域の大行事としての地
位を獲得しているのであるが、これには学校劇が大
きな役割を果たしている。たとえば、当時、京都市
立小学校の学校劇のメッカのようだと言われた中立
小学校の学芸会での学校劇の割合は、1935（昭和10）
年には、23演目中11、12年には、29演目中12、1938
（昭和13）年には、29演目中11であり、これを裏付
ける44)。また、次の当時の中立小学校教員の回想か
らも、この時期に、学校劇が全校あげて熱心に取り
組まれている様子が伺える。「その頃の中立校は学
校劇で異彩をはなっていたと思うのですが、その中
心は中谷先生でした。透徹した理論をもって学校劇
に対する一見識をもち、この指導のもとに私達は一
生懸命劇の指導にあたったものでした。そうとう苦
労もしたものですが、その代り出来上がった時は先
生も子どもも非常な喜びでした。（略）その当時私
学校劇についての考察
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37）冨田博之『演劇教育』国土社、1993年、153頁。
38）閉校記念誌『日彰―輝ける124年のあゆみ―』京都市教育委員会編集・発行、平成年
月、42頁。「川上小学校と
川上村の沿革」53頁、京都府久美浜町立川上小学校創立百周年記念祭典実行委員会発行『沿革史』昭和50年月	日。
39）冨田博之『演劇教育』、150頁。
40）昭和年改正「附属小学校要覧」（京都教育大学教育学部附属桃山小学校編・発行『京都教育大学教育学部附属桃山
小学校80周年記念誌』昭和63年
月20日、136頁）。
41）冨田博之『演劇教育』、158頁。
42）開校50周年記念式典会発行『神戸小学校50年史』昭和10年12月20日、597-600頁（松宮哲夫氏蔵）。
43）『教科書準拠新しい学校劇 尋常年生』祐文堂、昭和10年11月11日発行（松宮哲夫氏蔵）。
44）京都学校歴史博物館蔵、京都市立中立小学学芸会プログラムによる。
達のやったことが、その後の学校劇の常識となった
ことがたくさんありました｣45)。また、そのころ学
芸会が学校の重要な行事として重んじられるように
なっていることが、次の京都市立小学校教員の回想
から分かる。「校長の高市先生は、（略）展覧会、運
動会、学芸会を
大行事とし区民と共に楽しむ機運
を作ったので、校長は代っても永くその機構が受け
継がれたのでした。運動会には校庭に桟敷をしつら
え、学芸会には照明を用い、展覧会には先生方も出
品するなど他校には見られない華やかさが評判に
なった程でした（大西延久（出水小学校、昭和年
から17年まで勤務))46)。
 昭和戦時体制期の学芸的行事
1937（昭和12）年ころからの戦争の時代に入って
も、学芸会では時局に対応した演劇上演が推奨さ
れ、盛んに行われている。1939（昭和14）年月、
東京女子高等師範学校附属小学校児童教育研究会編
の『児童教育』は「時局下に於ける学芸会の経営」
を掲載し、学芸会の意義を次のように述べている。
「学芸会は学校全体としての活動である。そこにそ
の学校の児童としての精神が養われる。又学芸会は
平素の各教科の学習において欠け勝ちである綜合的
部面の陶冶をすることが出来る。児童に目的を持た
せ、計画をたてさせ、それに従って練習実演させ、
更にその結果について反省させるといふやうに学芸
会に至るまでの過程を指導するならばその教育的価
値は一層増大する。／又、演出する材料の選び方に
よつて、演出者のみでなく観る者を教育することも
できる。例へば現在の非常時局に関する材料より取
材せしめ演出者をして調査研究せしめ、それを演出
させ演出者観衆を共に教育することもできる（原文
は旧漢字)｣47)。さらにこの特集では、演目選定など
の具体的な方法を次のように述べる。「先づ学芸会
の
週間位前から各学級に於てやる内容を選定させ
る。その際、普通の場合は各学級自由に内容を選定
させるのであるが、特に学芸会全体として特色を持
たせる場合、例へば国民精神総動員の意義を強調し
たいやうな場合には、その大方針を示して各学級で
その方面より題材を選定させるやうにすればよい
（原文は旧漢字)｣48)。つまり、学芸会実施に当たっ
て時局を反映した演目を子どもたちが自主的に選択
し、上演のモチベーションを高め、愛国心の高揚に
繋ぐための教育的配慮がされているのである。以上
の記述は、学校劇に限定したものではないが、当時
学校劇は学芸会で重要な位置を占めていたから、こ
れは当然学校劇にも当てはまる。また、1940（昭和
15）年	月には、皇紀2600年を記念して、雑誌「教
材王国」は、「皇紀2600年学芸祭」号を発刊してい
る。学芸祭と銘打っているように、これは各教科の
発表も含めた総合的な祝祭の題材と演出の資料であ
るが、学校劇の脚本が様々な種類別に数多く掲載さ
れている。この特集号発刊の趣旨は次のように述べ
られている。「（皇紀2600年の今年は）各校が大々的
な学芸会をすると信じて其のための建国劇・天業
劇・尊皇劇・国民劇・文化劇・国威劇・伸展劇・理
想劇・時局劇・生活劇等をいづれも皇国を頌へ、
洋々たる帝国の先途を仰望する学校劇の優秀脚本で
す。どうか児童を幾つものグループに分かち、分演
実演されますやう（原文は旧漢字)｣49)。
このように学芸会での劇の上演は、時局に適合し
た演目が推奨されたのである。しかし、学芸会での
演目は、時局に合ったものばかりではなかった。ラ
ジオは普及していたが、テレビはなく、娯楽の少な
い時代にあっては、子どもたちが演じる劇は、児童
だけでなく地域の人々の大きな楽しみであった。そ
れゆえに、次に示すように時局にかなった演目とと
もに、文化的な演目も演じられているのである。
1940（昭和15）年長野県更級郡の複式を含んだ単式
学級の小規模校での学芸会では、ほとんどの学年が
児童劇を発表したが、時局には関係のない低学年の
「桃太郎」「花咲じじい」から始まって、「水兵の母」
や「忠臣蔵」などが演じられている50)。また、1942
（昭和17）年、山形市第国民学校開校30周年記念
学芸会では、午前中に体育祭を行い、午後学芸会を
行っているが、演目は「イナバの白兎」「斉唱「母、
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45）進士和躬（京都市立中立小学校元教員、昭和年から10年まで勤務）『中立百年誌』、64頁。
46）大西延久（元京都市立出水小学校教員、昭和年から17年まで勤務）出水校百年祭記念事業実行委員会発行『出水
校百年誌』昭和44年、325頁。
47）『児童教育』第33巻号、1939年、24頁（山本信良・今野俊彦、前掲書、233-234頁より重引）。
48）同上書、26頁（山本信良・今野俊彦、同上書、235頁より重引）。
49）『尋三教材王国』文化書房、昭和15年1月	日、編輯後記。
50）これは著者駒込が高等小学校	年の時経験した学芸会である。駒込幸典『信州 教育事始め』信濃毎日新聞社、
1999年月日、76頁。
いてふ」」、ならびに13景からなる大児童劇「聖戦」
の
演目である51)。1940（昭和15）年以降になると、
戦争の拡大と泥沼化を反映して、軍人遺家族慰安の
ための学芸会が行われている52)。さらに、昭和18、
19、20年になると、戦争の激化と他の学校行事の増
加によって、学芸会どころではなくなり、学芸会を
開催しない学校も多くなったが、それでも1944（昭
和19）年に学芸会を行った愛知県大野国民学校のよ
うな例もある。演目は、25演目中劇が本でそのう
ち時局を反映したものが、「小楠公」「湊川の奮戦」
「桜井の別」
本で、あとは時局とは関係のない「福
笑い」「母さんたずねて」「大江山」「足柄山」であ
る｡53)さらに、学童集団疎開先でも学校劇上演の記
録がある。たとえば、東京小石川区内13校の児童が
疎開先の宮城県鳴子温泉で昭和19年10月日に演芸
会を実施しており、ここで劇が本演じられてい
る。その趣旨は「どの学寮でも学童たちの気持に変
化を与え、うるおいを持たせるために、演芸会を
やった」とある54)。
おわりに
学校劇は、大正の半ばに台頭し、1924（大正13）
年には全国の小学校に広まった。大正13年の「岡田
文部大臣の訓示・通牒」によって学校劇は一時沈滞
したが、やがて教科の劇化の形で復活し、昭和10年
代には時局に適合した演目の上演が推奨されたこと
もあって、盛んに演じられ、これが原動力となって
学芸会は、運動会とならぶ学校の一大行事となっ
た。戦争の激化と泥沼化とそれに伴う他の学校行事
の増加によって、学芸会そのものがあまり行われな
くなるが、それでも学芸会で学校劇を行っている学
校があり、さらに興味深いのは、学童集団疎開先で
も学芸会が行なわれ、その中で学校劇が演じられて
いることである。しかも、戦時中の学校劇の演目に
は、時局に適合したものだけではなく、重苦しい時
代の束の間の娯楽や喜びとして学芸的な演目が入っ
ている。学校劇の根強い支持の理由がここにある。
そして、第次世界大戦の敗戦を迎えると、戦争時
代の抑圧をはね除けるかのように、学芸会の復活と
ともに学校劇は爆発的な広がりを見せるのである。
学校劇についての考察
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51）黒沼光翁編『いてふの実 創立30周年記念号』第30号、山形市第国民学校、1942年、18-9頁（山本信良・今野俊彦、
上掲書、196頁より重引）。
52）1940（昭和15）年月28日、軍人遺家族慰安学芸会、1941（昭和16）年月27日校内学芸会、月29日、軍人遺家
族慰安学芸会（桜ヶ岡になじむ会発行、京都府亀岡小学校校誌『桜が岡』復刻合本、昭和51年
月10日、378，
427-428頁。1943（昭和18）年
月日、地久節 遺家族慰安激励学芸会、伊根町立朝妻小学校閉校記念誌編集委員
会編・発行『朝妻小学校閉校記念誌』平成17年
月、年表、37頁。
53）『愛知県教育史 第巻』427頁、山本信良・今野俊彦、上掲書、194頁より重引。
54）島田雅編『泣くもんか』サンケイ新聞社出版局、昭和44年、128、131-132頁。
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